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「未来の自分」に対して責任をもつ 

校長  田村  亜紀子  

 
も う す ぐ 、令和元年度が終わります 。

平 成 か ら 令 和 へ と 時 代 が 動 い た 年 度 で
した。１年の 成長を振り返り、新 たな学
年 や 学 校 へ 希 望 を も っ て 迎 え る 大 切 な
時期ですが、今年度は、一掃され てしま
いました 。新型コロナウィルス感染拡大
防止対策です 。このため、練馬区 立小中
学校は、３月２日（月）から、一 斉の臨
時休校となりました。  

 
北 町 小 学校でも 、子供たちの声がなく

な り 、 教 員 の 勤 務 も 自 宅 勤 務 な ど を 行
い、可能な範 囲で「不要不急の外出を避
ける」ことになりました。  

6 年 生 を 送 る会、縦割りお別れ会と給
食、卒業記念 スポーツ大会…など 、卒業
学 年 の た め の 学 校 の 行 事 が 次 々 と 中 止
となり 、在校生からの感謝の気持ちを十
分に表すことができませんでした 。卒業
生も、北町小 への卒業記念の活動も 、自
分 た ち の 思 い 出 を 作 る 時 間 も な く な り
ました。各学 年においても、大切 なクラ
スメートや担任と 、最後のまとめをする
こともできませんでした。だれ もが「節
目」を失い 、茫然とこの事態を受け入れ
ることとなりました。  
そ こ で、本校では、昨日までに、学年

に応じて１日から数日の参集日を設け、
荷物を持ち帰ったり、必 要に応じて学習
材を配ったり 、卒業式・入学式の 練習を
したりしました 。久しぶりに会った友 達
と抱き合って喜び 、話がつきない子供た
ちもたくさんいました。  

 
修 了 式 は、本日、校庭で青空の下、行

いました。卒業式も、規模を縮小して、
卒業生と保護者（２名まで）・在校生・
教職員の参列の下、明日、実施します。 
こ の 経験は、こ れまで、誰も体験し た

ことのない状況です。初めは 、何が起き
ているのか、十分、理解できませんでし
た。だからこそ 、「この中で、最善を 尽
くす」ことが求められています。  
 
 

「 ○ ○ が で き な か っ た 」 だ け で は な
く、代 わりに何ができるかを考えていく
こ と が 重 要 で す 。 こ の 状 況 下 だ か ら こ
そ、で きることや考えられることはたく
さんあります。「今」を受け入れ、「明
日」に生かす ことこそが、この事 態の中
でできることだと考えています。  

 
書 道 家 で あ り 詩 人 の 相 田 み つ を 氏 の

言葉に  
  ア ノ ネ   時 は 金 なり  
  な ん て いうけれどね  
  時 は い のちだよ  
  「 今 」 という   こ の 時 は  
  自 分 の 一生の中の  
  一 し ゅ んだからね  

と い う 言葉があります。  
一 瞬 の 「 時 」 の 積 み 重 ね が あ っ て の

「今」。今は、すぐに「過去」になりま
す。しかし 、過去と今を結ぶことで見え
る「未来」があり、その全部が「一生」
と呼べるのではないでしょうか。  

 
過 去 は 変えられませんが、ど のように

解釈し、次に 生かすかによって、未来は
変わります。未来の自分に「後悔」をさ
せないためにも、「今」しかできないこ
とを、精いっ ぱい行い、その瞬間 を生き
ることが大切です 。ですから、や れなか
ったことを言い訳にせず、ただ、愚直に、
今 で き る こ と を や り 抜 く の み で あ る と
考えています。  

 
結 び に なりますが 、この１年間、保 護

者・地 域の皆様から本校へのたくさんの
ご理解とご協力をいただき 、ありがとう
ございました。  
引 き 続き、５４０名の進級者をあたた

かく見守り 、北町小学校を支えていただ
けたら幸いです。  
ま た 、１０２名 の卒業生が明日、本 校

を巣立ちます 。彼らの前途を祝し 、引き
続 き 地 域 の 宝 と し て ご 指 導 い た だ き ま
すよう、重ねてお願いいたします。  

 
在校生の皆さん、１年間、よく頑張りました。 

卒業生の皆さん、卒業、おめでとうございます。 
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始業式、入学式について 

 

始業式、入学式は、実施予定です。具体的な実施方法等（時間、場所等）は、区の方針を待って、保護

者の皆様にお伝えいたします。 

 

始業式および入学式、４月以降の学校再開に関する詳細情報は、今後、教育委員会事務局から区一斉通

知メールおよびホームページにて、通知する予定です。区一斉通知メール配信されますので、各家庭で学

校ホームページまたは学校一斉連絡メール等により詳細のご確認をお願いします。なお、修了式において

伝えられた次年度の持ち物等については、今後の区の方針により、変更する可能性があることをご承知お

きください。 

 

春季休業中の生活についてのお願い 

 

 3月の保護者会時に「春休みの生活について」のお願いをいたしましたが、改めて以下の点について、

確認をお願いいたします。 

 

１ 感染症予防策の徹底 

（１）日常の管理 

・手洗い（外出後、トイレ使用後など）、咳エチケット（マスクの着用など）の励行 

・毎日の検温や体調の確認等の健康観察 

（２）基本的な感染予防 

こまめに室内の換気を行うとともに、感染リスクを最小限にとどめるため、次のことを避ける。 

・密閉された空間に大人数で留まること。 

・不特定多数の人の手が触れたドアノブなどに触れること。 

・大勢の人が一堂に会して食事や会話をすること。 

２ 基本的な生活習慣の維持 

（１）規則正しい生活 

十分な睡眠や栄養バランスのとれた食事を心掛ける。深夜に及ぶスマートフォンやパソコン等の使

用は避ける。 

（２）学習課題への取組 

学校から出された学習課題等に毎日取り組む。 

（３）適度な運動 

感染リスクへの対策を講じつつ、安全な環境下で体操、ジョギング、散歩、縄跳び等の適度な運動を

心掛ける。 


